
第２号様式 

会 議 議 事 録 

 

１ 会議名 令和７年度第２回長岡市文化財保護審議会 

２ 開催日時 令和８年３月４日(水) 13：30〜14：30 

３ 開催場所 さいわいプラザ３階 中央公民館３A教室 

４ 出席者名 審議会委員 

平山委員長、三富副委員長、田中委員、長谷川委員、羽鳥委員 

深澤委員、星野委員、西田委員、山田委員 

 

委員以外の出席者 

(事務局＝科学博物館) 

金垣教育部参事（科学博物館長）、五井館長補佐、鳥居係長、 

小林総括主査、新田主査、丸山主査、加藤主査、山賀主査 

５ 欠席者名 鳴海委員 

６ 議題 （１）大雪による文化財被害状況について 

（２）長岡市文化財保存活用地域計画について 

 

科学博物館企画展見学 

７ 審議結果の概要 （１）大雪による文化財被害状況について（資料№１・２） 

概要を事務局より報告 

 

（２）長岡市文化財保存活用地域計画について（資料№３） 

概要を事務局より報告 

 

８ 審議の内容 

 

委員 

 

事務局 

 

 

 

（１）大雪による文化財被害状況について（資料№１・２） 

中永の大ケヤキは、枯れた部分以外に生きている部分はあるのか。 

 

幹が３つに分かれて伸びている。そのうちの１つが枯れており、今

回の大雪で折れたもの。残りの２つには影響はほとんどないと思わ

れる。 

 



委員 

 

事務局 

 

 

 

 

委員 

 

事務局 

 

委員 

 

事務局 

 

 

 

委員 

 

 

 

委員 

 

事務局 

 

 

 

委員 

 

 

事務局 

 

委員 

 

委員 

 

 

文化財の復旧に関する補助制度や支援制度はあるのか。 

 

指定文化財の修復に対する補助制度はあるが、現時点ではどのよう

な修復・復旧になるのか決まっていないため、決まり次第具体的な

補助内容を検討する。場合によっては、予算措置が必要になる可能

性がある。 

 

大手門が倒壊したのは何度目か。 

 

今回で２回目となる。１回目も雪で倒壊しており被害が大きかった。 

 

修復では、倒壊を防ぐため添え柱などが必要になるかもしれない。 

 

１回目の倒壊の時に補強することも検討されたが、諸事情により見

送られた。今回修復する場合は、文化財の価値を失わず、そのうえ

で効果的な修復を検討する。 

 

以前は壁がついていたと思うので、それで倒れにくかったと考えら

れるが、今は壁がなくなっている。短い期間で何度も倒れているの

で、しっかり直した方がよい。 

 

大手門の雪下ろしが必要だったのではないか。 

 

今冬はしていなかった。倒れた側の屋根にだけ雪がのっており、反

対側は日当たりがよく、解けていた。結果的には、雪下ろしした方

がよかった。 

 

雪の状況をみて、委員として所有者に「雪下ろししてください」と

言っていいものか迷った。 

 

今後は、声がけ・周知していくことも検討したい。 

 

大手門を今後倒れないように修復するにはどうしたらよいか。 

 

雪以外でも倒れていたのかどうか。普段使っている文化財であるた

め、人を巻き込むような事故が起きないように措置が必要なのでは

ないか。 



委員 

 

 

 

 

委員 

 

 

事務局 

 

 

委員 

 

事務局 

 

 

 

委員 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

事務局 

 

委員 

 

 

 

文化財として価値を失わないと同時に安全性を確保するような修復

が必要になる。それには添え柱をして修復するのがよいのではない

か。また、一方で冬は人を通さないなどソフト面の対策が必要にな

るかもしれない。 

 

今後も大雪の年が続きそうなので、大雪になるという前提で対策を

講じる必要があるのではないか。 

 

検討していく。 

 

（２）長岡市文化財保存活用地域計画について（資料№３） 

計画を実行してくための予算措置はしてあるのか。 

 

実行するにあたって、新たに大きな事業はなくこれまでやってきた

ことを継続していくことが主体となる。しかし、今後新たに大きな

事業をやる場合には、その都度予算措置をしていくことになる。 

 

未指定文化財リストの文化財は、今後いずれかの関連文化財群に落

とし込んだり、調査・研究するような予定はあるのか。 

 

各関連文化財群では、別途リストアップしている構成文化財を中心

に活用していくことになる。しかし、新たに関連性が出てくる未指

定文化財があれば、調査していく。 

また、未指定文化財リストは、今後指定文化財になりうるものをリ

ストアップするという意味もある。 

関連文化財は、現時点のもので今後増えていく可能性がある。その

際に、未指定文化財リストの中から構成文化財になりうる。 

 

未指定文化財の中には近い将来失われてしまうものもありそうだ

が、現時点でのリストという認識でいいか。 

 

現時点でのリストとなる。 

 

未指定文化財リストは、市町村合併前の調査や資料などからリスト

が作られているようであるが、調査時から改変が行われている文化

財もある。現地確認しているのか。 

 



事務局 

 

 

 

委員 

 

事務局 

 

委員 

 

 

 

 

文献からリストアップしており、現地確認まではしていない。今後

必要に応じて確認等を行っていく。未指定文化財リストがどのよう

なリストか誤解のないように表現していきたい。 

 

時代区分の定義で、例言と本文の記載とで違いがある。 

 

確認して修正する。 

 

使われている写真が古いものもあるので、新しい写真にしてほしい。 

 

審議終了後、企画展「長岡藩主牧野家ゆかりのおひなさま展」を見

学した。 

９ 会議資料   別添のとおり 

 


